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（Wilhelm & Marion Pauck [1976], p.41） 
シュトメによれば、ティリッヒらのキリスト教社会主義運動（３）は、ジークムント・シュル
ツェ（Siegmund Schulze）の Soziale Arbeitsgemeinschaft （SAG＝東部ベルリンの家の集会グル
ープ）にヒントを得て始まったという。ここで論じられた問題は、教会と労働者の関係を中心
とする多様な問題であった。やがてティリッヒらのグループは次第に独立した活動を始め、1920























































































































































































































































































































































Ursprungsmythos （起源神話） ←→ unbedingte Forderung （要請） 
Woher   ←→ Wozu 
過去   ←→ 未来 
空間   ←→ 時間 
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(2) Stummeの Socialism in Theological Perspectiveは、ティリッヒの宗教社会主義に関する代表的な包括的
研究である。 





という。著作には、Aufruf zum Sozialismusや Der werdende Menschなどがある。M.ブーバーと親交を

























ることである。」（Tillich [1931b], p.216） 




























は、「一つの理念型」（idealtypischer Begriff）（Tillich [1933], p.333）である。さらに、それは「一つの
実存的概念であって、傍観者意識によっては導き出しえない概念である」（ibid., p.333）とされる。 
(16) 「プロレタリア状況」については、1931年の『プロテスタント原理とプロレタリア状況』に詳しい。
それによれば、プロレタリア状況とはすべてのプロレタリアートが置かれている状況というのではな
く、一つの類型として提起されているのであって、その類型は決して純粋な形で表現されることはな
い。プロレタリア状況とは、「資本主義制度の中のある階級、すなわちそれに所属しているものが肉
体的労働力の自由な売買にもっぱら依存し、その社会的運命が資本主義市場の景気に全く依存してい
る、そのような階級の状況として理解されるべきもの」（Tillich [1931a], p.222）である。このような
プロレタリア状況の中には、普遍的な人間状況が集中的に表れているのであって、それはプロテスタ
ント原理の要素によって初めて究極的に解釈しうるものとなる、というのがティリッヒの主張である。 
(17) 調和信仰とは、ブルジョア的合理精神への信仰であり、主体―客体の二元的意識による自然･人間理
解への安易なオプティミズムである。調和概念そのものは古代ギリシアにおいても見いだされるもの
だが、ブルジョア社会においては、「すべての人が利益への関心によって動機づけられており、各人
は各々の利益を追求するにもかかわらず、結局のところ生産と消費の目標全体にある隠れた法則に従
って達成される」（Tillich [1968], p.334）というアダム・スミスの思想に典型的に表現される。この調
和信仰は、近代アメリカ資本主義の根底にも存在するものである。 
(18) 1938 年の『神の国と歴史』においては、創造と堕罪、救済という「歴史の始まりと終わり」の観点
から、宗教的解釈が試みられているが、社会主義における起源と目標も、またこのことを射程におい
た論議だと言えよう。 
（いわき・あきら 京都大学大学院文学研究科修士課程） 
 
